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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1 単著
第22回日本糖尿病教育・看
護学会学術集会、福岡

○山岸直子 2017.9

2 共著

TNMC & WANS
International Nursing
Research Conference
2017,Bnagkok

○山岸直子、勝野とわ
子

2017.10

3 共著

21st East Asian Forum of
Nursing Scholars & 11th
International Nursing
Conferences,Seoule

○山岸直子、勝野とわ
子

2018.1

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2015.4～2019.3

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.11

2 2017.11～2017.12

3

（２）演習

1

2

3

（３）実習

1 2017.5～2017.6

Feelings of Loneliness and Self-Management
－A Comparison between Type 2 Diabetic
Elderly Living Alone and with a Cohabitant－

Status of nursing support for elderly patients
with type 2 diabetes living alone in Japan

該当なし

慢性看護学

修士（看護学）

2007年聖路加看護大学大学院博士前期課程

2008年慶應義塾大学看護医療学部助教、2013年東京医科大学医学部看護学科講師、2017年埼玉県立大
学准教授

日本看護科学学会、日本糖尿病看護・教育学会、日本慢性看護学会、日本がん看護学会、日本看護学教育学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

独居の高齢2型糖尿病患者の食事療法の自己
管理の実際と支援ニーズ

該当なし

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C)

独居の高齢2型病患者へのPerson-centred
Careモデル開発（研究代表者）

成人看護学Ⅲ
急性期における技術演習をシミュレーターを用い臨床に近い状況設定の中
で学びを促した。

成人看護学Ⅳ
2年生を対象に、慢性腎臓病、透析療法を受けている患者への看護につい
て、具体的な事例を交えて講義を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

成人看護学Ⅲ 2年生を対象に看護過程に関するPBL学習を指導した。

成人看護学Ⅳ 循環機能の観察の技術演習をロールプレイで行い学生の理解を促した。

成人看護学実習Ⅱ
3年生を対象に、慢性的な健康問題をもつ人への看護について学びを深め
ることができるよう臨床指導者と連携をとりながら指導した。



2 2017.9

3 2017.10

4 2017.70

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1 2017.10～2018.3

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
戸田市福祉保健セ
ンター

2017.9～2017.10

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2017.9～2018.2

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

学年担任 学年担任として学生の学習や生活などの相談への対応及び指導をした。

戸田市市民講座 血圧・血糖コントロール

共同実験管理部会　委員

該当なし

該当なし

該当なし

日本看護協会 日本看護学会　慢性期看護論文選考委員

成人看護学実習Ⅲ
3年生を対象に、災害拠点病院の見学実習及び学内演習を指導した。学内
演習では、災害現場を模擬的に再現し現実感を伴った学びを促した。

総合実習
4年生を対象に、学生の学習課題に沿って課題達成ができるよう臨床実習で
の指導及び、ケースレポートで行った看護の意味づけを促した。

該当なし

IPW実習
4年生を対象に、チーム形成についての振り返りを丁寧に行い、互いの役割
を理解・尊重し、自分の専門性をいかした役割を発揮できるよう促した。


